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　第5回目の 〝茂藤のイチオシ〟 で紹介する商品は、12月16日に発売
予定の〝MTステムセラム〟。この商品は、すでに発売以来、大反響を呼
んでいる〝MTステムクリーム〟と同様に、植物幹細胞に注目した美容液。
その他にも、加齢とともに増えるエイジングサインに対して、肌の中と外か
らアプローチする成分を多く配合しているこの商品について、販売元のMT
コスメティクスの営業担当者と、お客様の声を直接聞いているエスティシャ
ンの双方の立場からじっくりと、わかりやすく説明してもらった。

エイジングケア美容液　MTステムセラム第 5回

クールエステティック　
高岡店 店長　高橋理沙氏

　今回紹介する〝MTステムセラム〟は、以前に発売して好評を
頂いている〝MTステムクリーム〟に含まれている成分を美容液
にギュッと閉じ込めた商品となります。特徴的な成分としては、3
種類の植物幹細胞にあります。幹細胞とは自分自身が分裂増殖する
ことができ、個別の細胞に分化することができる細胞のことで「若
返り細胞」ともいわれています。他メーカーの幹細胞化粧品と比べ
て、3種類という多種の植物幹細胞を配合していることにあると思
います。まず1つ目は、スイスの山奥に生息するリンゴの培養細
胞エキス。これには表皮幹細胞の機能を維持し、抗酸化力作用があ
ります。2つ目は、地中海沿岸の2,000m以上の高地に生息する高
山植物、グロブラリアコルジホリアカルスの培養エキス。これには
細胞機能を維持し、抗炎症作用と抗糖化作用があります。そして3
つ目は、モロッコのサハラ砂漠に自生するアルガンツリーの芽細胞
エキス。これは真皮幹細胞を活性化し、コラーゲンの増大作用があ
ります。これら植物幹細胞エキスに加え、表皮の基底膜とその周辺
に働きかけるカプロオイルテトラペプチド -3と呼ばれるHGF（肝

　幹細胞を配合したコスメは人気があり、サロンでお買い求めにな
るお客様も多いです。以前から発売されている〝MTステムクリ
ーム〟は人気が高く、お客様からは「とってもいいわ、もっと色々
な種類はないのかしら」と聞かれることが多くありました。すでに
〝MTステムクリーム〟を使っていらっしゃるお客様は、幹細胞の
魅力を充分にご存知なのでしょうね。12月 16日に〝MTステムセ
ラム〟が新たに発売される事をお知らせし、サンプルを使っていた
だくと、予約購入される方が多く、反響の大きさに驚いています。
また、幹細胞だけでなくHGF様ペプチドが配合されているので、
たるみやくすみなどを気にされている方におすすめしたいですね。
私自身も試してみましたが、第一印象としてはベタつきがなく、ス
ッと肌に馴染んでいく感じがとても良かったですね。その後1週
間ほど小じわがある辺りを中心に使用しましたが、使うほどに気に
ならなくなりましたね。また、全体的にハリがでてきたみたいで、
たるみで起きる肌の揺れを感じなくなりました。この〝MTステ

エイジングケアが必要な30歳代だけでなく
若い方のエイジング予防にも使用していただきたいです

3種類の植物幹細胞成分を配合し
肌の土台から表面までアプローチしてくれます

MTコスメティクス
大阪営業所 所長　岡本照光氏

細胞増殖因子）様ペプチド、さらに組
織修復のパンテノール、抗酸化作用の
あるカルノシン、血流促進のシトルリ
ンを配合しています。肌の土台から表
面までアプローチしてくれるので、日
頃のスキンケアだけでなく、気になる
場所にも使っていただきたいですね。

▶MTステムセラムの説明をする岡本さん

ムセラム〟は、気になる場所にピンポイントで
使うことができ、手軽に使えるのが嬉しい美
容液ですね。30㎖で 15,000円とちょっとお
高めですが、それ以上の価値はあると思い
ますので、エイジングケアが必要な30歳
代以上の方だけでなく、エイジング予防
の目的で、若い方にも是非使っていただ
きたい美容液ですね。

茂藤　雅彦

スキンケア化粧品を中心に、女性の美しい肌を日々追い求めて
いるMTコスメティクス。その大阪営業所の所長である岡本さ
んに〝MTステムセラム〟に含まれる主な成分を中心に、この
商品の特徴をわかりやすく説明してもらった。

クールエステティック高岡店の店長として日々お客様のため
に努力をし続ける高橋さん。発売していないにもかからず、す
でに予約が殺到しているという〝MTステムセラム〟の人気の
秘密をエステティシャンの目線で語ってもらった。

▶MTステムセラムをすすめる高橋さん

　　　　　　　　　　　　　　もとうまさひこ
クールプロジェクトグループ代表。2002年金
沢にクールエステティック1号店を出店以来、
「顧客満足度の高いサロンづくり」を合言葉に
確実に店舗数を増やし続けている。


